
 

令和４年度 一般社団法人日本メンズファッション協会 事業報告書 

 

１．事業報告書 

 

１）定例総会 

日 時  令和４年５月２４日（火）午後１時００分～１時４５分 

場 所  グランドヒル市ヶ谷 東館３階「瑠璃（中）」の間（東京都 新宿区） 

出席者  １４０名（代理人出席及び表決委任者を含む） 

議 事  （１）令和３年度事業報告並びに収支決算の件 

     （２）令和４年度事業計画並びに収支予算の件 

     （３）理事辞任に伴う新理事選任及び執行役員選任の件 

     （４）その他 

 

 

２）理事会 

 ・第１回理事会 

日 時  令和４年５月２４日（火）午前１０時００分～１０時４５分 

場 所  グランドヒル市ヶ谷 東館２階「白樺（西）」の間（東京都 新宿区） 

議 事  （１）総会上程議案の件 

     （２）入退会の承認 

     （３）その他 

 

 ・第２回理事会 

日 時  令和４年８月４日（木）午後３時００分～３時４５分 

場 所  原宿 東郷記念館 ３階「聚洸」（東京都 渋谷区） 

議 事  （１）令和４年度第１四半期事業経過報告並びに収支の件 

     （２）令和４年度事業計画進捗状況と組織強化について 

     （３）入退会の承認 

     （４）その他 

 

 ・第３回理事会 

日 時  令和５年２月２日（木）午後３時３０分～４時３０分 

場 所  原宿 東郷記念館 ３階「聚洸」（東京都 渋谷区） 

議 事  （１）令和４年度下半期事業経過報告の件 

     （２）令和５年度事業計画の件 

     （３）入退会の承認 

     （４）その他 

 

 



 

３）各事業経過報告 

 

■日本ファーザーズ･デイ委員会 

６月の第３日曜日「父の日」を記念し、平和で円満な家庭生活の推進を目的とし、「父

親への感謝」と「お父さん頑張って」と応援する気持ちを“黄色いリボン”に託した『父

の日黄色いリボンキャンペーン』は４１年目を迎え、次の事業を行った。 

後援：経済産業省（キャンペーン全体）、文部科学省（お父さんへの「似顔絵」「作文」コンクール） 

 

①第４１回『ベスト・ファーザー イエローリボン賞』発表・授賞式 

キャンペーンの中心的事業である「イエローリボン賞」の発表は、東京會舘に会場を移

して開催した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため行政のガイドラインに沿って実

施したが、来場者の理解も得て無事に終えることができた。なお、授賞式の模様は、テ

レビ、新聞、雑誌、Ｗｅｂなど様々な媒体で取り上げられ、健康で明るい話題として「父

の日」を大いに認知させることができた。 

・開催日 令和４年６月７日（火） 

・場 所 東京會舘 ローズの間 （東京都 千代田区） 

 ≪ベスト・ファーザー イエローリボン賞受賞者≫ 

政治・経済部門 北原睦朗 （大同生命保険株式会社 代表取締役社長） 

学術・文化部門 野口聡一 （宇宙飛行士、東大特任教授） 

芸能部門  滝藤賢一 （俳優） 

スポーツ部門 長友佑都 （プロサッカー選手） 

スポーツ部門 渡部暁斗 （ノルディック複合競技者） 

・入場者数 約４５０名 （内訳 報道関係１５０名、会員ほか３００名） 

 

②お父さんへの『似顔絵』『作文』コンクール 

親子のより深く強い絆を願って官公庁、教育委員会等のバックアップにより小・中学校

を中心に実施した。 

・第３３回お父さんへの『似顔絵』『作文』コンクール受賞者発表 

 受賞者発表 令和４年６月７日（火） 

≪コンクール受賞者≫ 

 ・似顔絵部門 

  文部科学大臣賞：田屋聖玲砂、ＦＤＣ会頭賞：小栁依華、金賞：黒谷華蓮、 

銀賞：宮原杏菜、銅賞：見浦汰知、佳作：永井秀弥、酒向 伶 

・作文部門 

 文部科学大臣賞：西浦星成、ＦＤＣ会頭賞：岸本一花、金賞：青野敏子、 

銀賞：井口泰子、銅賞：三宮和子、佳作：石本恵里香、朝見煌仁、吉田朝美 

 

・第３４回お父さんへの『似顔絵』『作文』コンクール作品募集 

 期 間 令和４年４月１日（金）～８月３１日（水） 



 

 ③『ベスト・ファーザー ブック』発行 

・発行日 令和４年６月７日（火） 

・発 行 日経ＢＰ 

 

 ④「父の日が来たよッ！」告知販促ツール発行 

プレゼント習慣の推進、定着の為に小売店（百貨店、量販店、専門店等）においてイエ

ローリボンをシンボルマークとして販促活動を推進し、参加企業の売上増に貢献すると

共に、市場の活性化を図った。 

 

 ⑤「イエローリボン ベスト・ファーザー賞 認定商品」制度 

「お父さんが笑顔になるもの」や「家族で満ち足りた素敵な時間を共有するもの」とい

った選考基準をもとに、７商品を選定し紹介を行った。選出された製品は、それぞれの

企業においてＰＲ及び販売促進活動に役立てていただいた。 

 

 ⑥チャリティ活動 

・「あしなが育英会」に対して寄付金を贈呈。 

・児童擁護施設四恩学園に会員企業から提供されたチャリティグッズを寄贈。 

 

 

 ■グッドエイジング委員会 

２００３年より立ち上げ２０周年を迎えたグッドエイジング事業は、人生１００年時代

を「いきいき、楽しく、かっこよく」送る新しいライフスタイルを提唱しようというも

ので、次の事業を行った。 

また、後世に受け継いでいかなければならない「メイド・イン・ジャパン」の技術力。

歴史と伝統からくるノウハウに裏打ちされた“技”“美”“心”を持つ個人及び企業を

「ＭＦＵマイスター≪技術遺産≫認証」として顕彰した。 

 

①第２０回『グッドエイジャー賞』発表・授賞式 

・開催日 令和４年９月７日（水） 

・場 所 グランドプリンスホテル高輪 プリンスルーム（東京都 港区） 

 ≪グッドエイジャー賞受賞者≫ 

大竹まこと（コメディアン） 

加藤登紀子（歌手） 

桜井博志 （旭酒造株式会社 会長） 

藤舎呂悦 （邦楽囃子演奏家） 

水森かおり（歌手） 

山口由佳 （株式会社かねや 代表取締役） 

・入場者数 約２５０名 （内訳 報道関係５０名、一般 ２００名） 

 



 

 ②『グッドエイジング ブック』発行 

・発行日 令和４年９月７日（水） 

・発 行 アイピーエー 

 

 ③ＭＦＵマイスター≪技術遺産≫認証 授与式 

・開催日 令和４年９月７日（水） 

・場 所 グランドプリンスホテル高輪 プリンスルーム（東京都 港区） 

      （第２０回グッドエイジャー賞と併催） 

  ≪ＭＦＵマイスター認証受賞者≫ 

 荒川 徹 （株式会社京都紋付 代表取締役社長） 

株式会社宮崎ファクトリー 

 

 ④グッドエイジングコミュニティ活動の支援 

・「大阪グッドエイジング倶楽部」（会員数：約８０名）支援 

 

 

 ■ベストドレッサー委員会 

ファッション意識の向上、豊かで充実した生活の提案、ファッション産業界の発展と各

界の文化交流を目指し、社団法人の設立時から続く協会を代表する事業である。ファッ

ションセンスは当然のことながらユニークかつ個性的な方々、ライフスタイル全体にお

洒落感の漂う方々など幅広い観点からベストドレッサーを選出した。 

５１回目となる授賞式の模様はテレビ、新聞、雑誌、インターネットなど様々な媒体で

取り上げられ、年末恒例の明るい話題を提供することができた。 

また、東日本大震災以降チャリティ活動に力を入れ、「奇跡」や「夢かなう」といった

花言葉がある「ブルーローズ」のピンバッジを販売し、その売り上げをチャリティとし

て前年に引き続き「あしなが育英会」に寄付した。 

 

 ①『第５１回 ベストドレッサー賞』発表・授賞式 

・開催日 令和４年１１月３０日（水） 

・場 所 セルリアンタワー東急ホテル （東京都 渋谷区） 

 ≪ベストドレッサー賞受賞者≫ 

政治・経済部門   野本弘文（東急株式会社 代表取締役会長） 

学術・文化部門   長坂真護（アーティスト） 

芸能・スポーツ部門 岩田剛典（アーティスト・俳優） 

芸能・スポーツ部門 杉咲 花（俳優） 

芸能・スポーツ部門 メイガス（イリュージョニスト） 

特別賞       大水綾子（染織芸術家） 

特別賞       大谷翔平（プロ野球選手） 

・入場者数 約６３０名 （内訳 報道関係３００名、会員ほか３３０名） 



②『ＢＥＳＴ ＤＲＥＳＳＥＲ ＳＴＹＬＥ ＢＯＯＫ ２０２２』発行 

・発行日 令和４年１１月３０日（水） 

・発 行 ハースト婦人画報社 メンズクラブ編集部 

 

 

 ■ベストデビュタント委員会 

デビューを果たした、若き才能あふれるクリエイターたちをサポートするために創設さ

れた「ベスト・デビュタント オブ ザ イヤー」。デビュタントとはフランス語の「社交

界などでデビューする人」。本賞は各界のデビュタントを応援することで、新しいジャ

パン・クリエイションの発信に貢献することを目的としている。 

令和４年度の受賞者は、社会・文化、各業界にその活躍が多大な影響を与え、各部門で

独自のスタイルを確立し、日本のみならず世界での活躍が期待される方々を選出した。 

 

①『第１９回 ベストデビュタント オブ ザ イヤー』発表・授与式 

・開催日 令和４年１１月３０日（水） 

・場 所 セルリアンタワー東急ホテル （東京都 渋谷区） 

 ≪ベストデビュタント オブ ザ イヤー受賞者≫ 

土居哲也（ＲｅｑｕａＬ≡ デザイナー） ファッション部門 

進 美影（ＭＩＫＡＧＥ ＳＨＩＮ デザイナー） ファッション部門 

小林愛実（ピアニスト） 音楽部門 

山田紗子（建築家・山田紗子建築設計事務所代表） 空間・インテリアデザイン部門 

 

②『ベストデビュタント２０２２ ブックレット』発行 

・発行日 令和４年１１月３０日（水） 

・発 行 スピリコ 

 

 

 ■いい夫婦の日をすすめる会 

「いい夫婦の日」は、１９８８年に財団法人余暇開発センター（現:公益財団法人日本生

産性本部）が、夫婦で余暇を楽しむゆとりのあるライフスタイルを提案したことに伴い

制定。また、その日付が１１月２２日と定められたのは、「ゆとりの創造月間」が 

１１月であったことから、「いいふうふ」の語呂あわせで２２日に定められた。本会は、

９年前より当協会が事務局機能を果たし、次の事業を展開した。 

 

①いい夫婦パートナー・オブ・ザ・イヤー２０２２記者発表＆記念パーティ 

・開催日 令和４年１１月８日（火） 

・場 所 原宿 東郷記念館 （東京都 渋谷区） 

 ≪パートナー・オブ・ザ・イヤー受賞者≫ 

赤井英和（俳優）・赤井佳子 ご夫婦 

竹下 英（学校法人加寿美学園 理事長）・竹下喜美代 ご夫婦 



 

②いい夫婦川柳コンテスト 

広く一般より「夫婦」をテーマに川柳を募集。応募作品は５１４９作品。 

 

③夫婦ボウリング大会 

日本ボウリング場協会と共催し、１１月の１か月間全国約１８０ヶ所のボウリングセン

ターで開催。参加人数は２６３５組（５２７０名）。 

 

④いい夫婦の日記念ウォーク 

深川八幡祭りで有名な「富岡八幡宮」をスタートし、歴史や文化を学ぶことができる「深

川江戸資料館」、昔ながらの老舗や名店がずらりと並ぶ「甘酒横丁」、水辺の生き物を観

察することができる「古石場川親水公園」などといった観光スポットを通る約１１ｋｍ 

のコースに１６６名が参加した。 

 

⑤夫婦に関するアンケート調査 

夫婦の「気持ち」「暮らし」などの実態や「いい夫婦の日」の認知について把握するこ

とを目的とし、一般の夫婦を対象にアンケート調査を実施。１１月にマスコミ発表を行

った。対象は調査会社モニターより抽出した２０歳以上の既婚男女１０００名。 

 

⑥「いい出会いの日」記念 婚活パーティ 

いい夫婦はいい出会いからというテーマで、婚活パーティを開催。会員企業・協賛社・

構成団体の独身者１９名が参加し、１組のカップルが誕生した。 

 

 

 ■セミナー・会員交流委員会 

 ①ファッションマーケティング研究会 

時節の関心事を取り上げ、ファッション情報を会の内外に提供するべく「ファッション

マーケティング研究会」を３回開催した。 

 ○第８５回ファッションマーケティング研究会 

開 催 日：令和４年５月２４日（火）午後２時００分～３時３０分 

場  所：グランドヒル市ヶ谷 東館３階「瑠璃（中）の間」（東京都 新宿区） 

テ ー マ：これからのファッションの未来を考える 

講  師：俣野敏道 経済産業省 商務情報政策局 商務・サービスグループ 

          クールジャパン政策課長 

参加人数：７６名 

内  容： 

経済産業省が設置した「これからのファッションを考える研究会～ファッション未来研

究会～」では、ゲーム業界などの異業種との連携やバイオ技術の活用、海外需要の獲得

策などを議題に、これからのファッションについて意見が交わされた。この有識者会議

でまとめられた概要について俣野氏より解説いただいた。 



  

 ○第８６回ファッションマーケティング研究会 

開 催 日：令和４年８月４日（木）午後４時００分～５時３０分 

    （懇親会 午後５時４０分～６時３０分） 

場  所：原宿 東郷記念館 ４階「天翔」（東京都 渋谷区） 

テ ー マ：ウクライナ危機から考える日本の安全保障、そして自衛隊 

講  師：桜林美佐 防衛問題研究家 

参加人数：４６名 

内  容： 

ロシアの理不尽な侵略によるウクライナ紛争は、軍事にとどまらず、国際政治・経済

に大きな影響を与え、今後の世界の平和、安全に大きな影を落としていることを踏ま

え、日本をとりまく安全保障環境、その中での日本の防衛力の現状、自衛隊の実情に

ついて語っていただいた。 

 

 ○第８７回ファッションマーケティング研究会 

開 催 日：令和４年１２月７日（水）午後３時３０分～６時００分 

    （懇親会 午後６時１０分～７時００分） 

場  所：原宿 東郷記念館 ４階「天翔」（東京都 渋谷区） 

テ ー マ：乗り遅れるな！“宇宙の扉”はもう開いている 

講  師：片山俊大 一般社団法人スペースポートジャパン 共同創業者＆理事 

     品田英雄 日経ＢＰ総研 客員研究員 

参加人数：６４名 

内  容： 

片山氏より「宇宙ビジネス」を題材に、宇宙はもはや「サイエンス」だけではなく

「ビジネス」の場として、様々な研究や活動がなされていることについて具体例を交

えて語られた。品田氏には日経トレンディで発表された「ヒット商品ベスト３０」よ

り、ヒット商品の傾向やヒットの理由を分析、解説いただいた。 

 

 

 ②ＭＦＵ分科会 

より専門的な話題を取り上げたセミナーとして「分科会」を開催した。 

 ○第１６回ＭＦＵ分科会 ≪東京ネクタイ協同組合と共催≫ 

開 催 日：令和５年３月１５日（水）午後４時００分～６時１０分 

場  所：東郷神社 和楽殿（東京都 渋谷区） 

テ ー マ：心揺さぶる発信のすゝめ 

講  師：笏本達宏  株式会社笏本縫製 代表取締役 

     渡辺太郎  有限会社渡小織物 三代目 

     今井千恵  東京ネクタイ協同組合 副理事長 

     齊藤真規夫 東京ネクタイ協同組合 理事 

コーディネーター：石津 塁 ＭＦＵ理事 



参加人数：７８名（会場参加５３名、ライブ配信２５名） 

内  容： 

全２部構成で開催し、１部に登壇した笏本氏からは、ＳＮＳで発信する「つぶやき」が

話題となり、マスコミに取り上げられたエピソードを中心に披露された。２部ではディ

スカッション形式で「機織り」「縫製」とネクタイの現場に関わる方々より、それぞれ

の立場からネクタイの今、またネクタイ業界を盛り上げるにはどのようにしていくべき

かについて考えが開陳された。 

 

 

 ③ＭＦＵ新年会 

会員相互の親睦を目的として、ＭFＵ新年コミュニケーションパーティを開催した。 

開 催 日：令和５年２月２日（木） 

場  所：原宿 東郷記念館 ４階「天翔」（東京都 渋谷区） 

参加人数：１２１名 

 

 

 ④ＭＦＵ特選セール 

会員各社の商品の販売促進を目的に、合同出品による特選セールを実施した。 

開 催 日：令和４年９月２３日（金）～２５日（日） 

場  所：五反田ＴＯＣビル １３階（東京都 品川区） 

 

 

■情報・広報活動 

（１）業務及び財務等に関するディスクロージャー資料を公開することにより、社会的

認識を高めるとともに、ホームページ上で構成メンバーのリストを掲載し、ビジネスチ

ャンスの拡大を図った。 

（２）活動内容や会員情報を公開することを目的に「ＭＦＵブログ」「フェイスブック」

「ツイッター」「インスタグラム」を活用し、メンズファッションの基礎知識を一般に

公開し、情報発信を行った。 

（３）会員向け「ＹｏｕＴｕｂｅ ＭＦＵ公式チャンネル」を開設し、各事業やセミナーを動

画で視聴できるよう配信した。 

 

 

 


